
　
米
国
大
統

領
選
挙
の
結

果
、
次
期
大

統
領
に
ト
ラ

ン
プ
氏
が
接
戦
の
予
想
を
覆
し

選
ば
れ
た
。
上
下
両
院
も
共
和

党
が
過
半
数
を
制
し
た
と
の
こ

と
。前
回
の
大
統
領
選
挙
後
、結

果
を
受
け
入
れ
な
い
な
ど
と
騒

ぎ
、暴
動
ま
で
引
き
起
こ
し
、他

で
も
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
る

人
が
選
ば
れ
る
と
は
、
こ
れ
が

米
国
の
民
主
主
義
な
の
だ
ろ
う

か
。
閣
僚
人
事
で
も
適
材
適
所

と
い
う
よ
り
、
好
き
放
題
の
よ

う
で
、
独
裁
的
に
な
っ
て
い
か

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
影
響

は
世
界
に
及
び
、
我
が
国
も
逃

れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
▼
他

国
の
こ
と
を
気
に
し
て
い
た

ら
、兵
庫
県
知
事
選
挙
で
、県
議

会
全
会
一
致
で
不
信
任
決
議
を

さ
れ
た
斎
藤
氏
が
知
事
に
返
り

咲
い
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
運

動
が
功
を
奏
し
た
ら
し
い
▼
今

は
、
玉
石
混
合
の
み
な
ら
ず
誹

謗
中
傷
ま
で
情
報
を
皆
が
簡
単

に
拡
散
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
新
聞
な
ど
で
は
報
じ
な

い
隠
さ
れ
た
こ
と
な
ど
と
言
っ

て
、
根
拠
の
曖
昧
な
情
報
が
、

ま
こ
と
し
や
か
に
流
さ
れ
、
そ

れ
を
本
当
の
こ
と
と
し
て
受
け

入
れ
て
し
ま
う
人
も
い
る
。
ト

ラ
ン
プ
氏
は
、
何
を
根
拠
に
し

て
か
24
時
間
以
内
に
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
休
戦

さ
せ
る
な
ど
と
言
い
ふ
れ
て
い

る
▼
報
道
機
関
と
い
う
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
さ
ず
、
膨
大
な
情
報

が
行
き
交
う
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
情
報
を
見
分
け
る
能

力
を
皆
は
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
　
偏
っ
た
情
報
に
流
さ

れ
気
付
い
た
ら
独
裁
者
の
登
場

と
な
ら
な
い
と
良
い
の
だ
が
。

民
主
主
義
へ
の
新
た
な
問
題
か

も
し
れ
な
い
。

（
門
雀
庵
）

10
月
に
な
っ
て

長
期
収
載
品
の
処

方
ま
た
は
調
剤
に

つ
い
て
選
定
療
養

が
導
入
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
後

発
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
を
使

用
す
る
に
は
先
発
品
と
の
価
格

差
の
25
％
（
煩
雑
な
計
算
を
要

す
）
を
患
者
に
支
払
っ
て
も
ら

う
か
、
処
方
理
由
を
処
方
薬
剤

ご
と
に
コ
メ
ン
ト
添
付
（
5
種

類
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
選
定
）
す

る
必
要
が
あ
る
。
選
定
と
な
る

薬
品
は
1
1
0
0
点
程
度
あ
る

よ
う
で
、
結
果
と
し
て
当
院
も

患
者
へ
の
説
明
や
必
要
な
医
薬

品
へ
の
コ
メ
ン
ト
添
付
等
の
診

療
以
外
の
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
る

毎
日
と
な
っ
て
い
る
。

　
政
府
と
し
て
は
後
発
品
の
使

用
促
進
と
い
う
意
図
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
す
で
に
我
々
の
医
療

現
場
で
は
先
発
薬
の
薬
効
と
患

者
の
症
状
を
見
極
め
な
が
ら
必

要
に
応
じ
て
後
発
品
へ
切
り
替

え
て
き
て
お
り
、
今
さ
ら
と
い

う
感
が
あ
る
。
し
か
も
溢
れ
返

る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
品
と
は
裏
腹
に
医

科
用
医
薬
品
の
供
給
不
安
定
の

状
況
が
続
く
中
で
の
選
定
療
養

導
入
で
あ
る
。

　
思
え
ば
前
回
の
診
療
報
酬
改

定
以
来
、
マ
イ
ナ
保
険
証
導

入
・
医
療
現
場
へ
の
働
き
方
改

革
・
闇
雲
で
根
拠
不
十
分
な
医

療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
・
本
年
6
月
の

不
可
解
な
診
療
報
酬
改
定

（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
、
生

活
習
慣
病
管
理
料
、
入
院
医
療

実
施
基
準
の
再
編
等
）
等
と
2

年
程
で
か
な
り
強
引
に
政
府
の

医
療
施
策
を
医
療
現
場
に
押
し

付
け
て
こ
ら
れ
た
感
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
医
療
現
場
と
し
て

は
理
不
尽
と
も
思
え
る
報
酬
改

定
に
も
粛
々
と
対
応
し
、
皆
保

険
制
度
を
継
続
し
国
民
の
健
康

を
守
っ
て
い
く
と
い
う
思
い
を

持
っ
て
日
々
研
鑽
努
力
を
し
て

き
た
。
し
か
し
今
回
の
施
策
は

ど
れ
も
制
度
設
計
が
不
十
分
な

感
じ
が
す
る
も
の
ば
か
り
で
、

将
来
の
日
本
の
医
療
の
姿
が
見

え
て
こ
な
い
も
の
が
多
い
印
象

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が

続
け
ば
、
せ
っ
か
く
志
を
持
っ

て
医
療
現
場
を
支
え
て
い
る
医

療
従
事
者
に
お
い
て
も
、
し
ん

ど
く
て
危
険
で
労
働
に
対
す
る

対
価
が
良
く
な
い
医
療
現
場
か

ら
の
離
職
が
進
み
、
医
療
提
供

体
制
が
崩
壊
し
、
皆
保
険
制
度

の
維
持
が
困
難
と
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

　
少
数
与
党
と
な
っ
た
今
こ
そ

医
療
現
場
の
者
が
力
を
合
わ
せ

て
今
回
の
医
療
施
策
の
矛
盾
点

を
訴
え
て
、
一
度
立
ち
止
ま
っ

て
医
療
現
場
の
声
を
聞
き
入
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

煩
雑
で
負
担
多
い
選
定
療
養
導
入

医
療
施
策
の
矛
盾
の
解
消
が
必
要

12
月
2
日
、
政
府
は
方
針
通
り
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
を
停
止
し
た
。
協
会
は
同
日
、

こ
れ
に
抗
議
す
る
理
事
長
談
話
を
発
表
。
11
月
28
日
に
は
国
会
要
請
行
動
に
事
務
局
が
参
加

し
、
京
都
選
出
国
会
議
員
に
現
行
保
険
証
の
存
続
を
要
望
し
た
。
こ
の
日
、
国
会
に
提
出
さ

れ
た
請
願
署
名
は
累
計
で
1
7
7
万
筆
を
超
え
た
。

　京都府保険医協会は第208回定時代議員会をハイブリッド形式
で開催します。代議員の方はぜひご出席下さい。代議員が欠席の
場合は、予備代議員の出席をお願いします。
　また、京都府保険医協会議事規定第４章第21条により、代議員
が議案を提出される場合は、同規定に定められた手続きでご提出
下さい。議案書は１月中旬頃に発送の予定です。

日　時 2025年1月30日（木）14時～15時30分
形　式 ハイブリッド形式
場　所 京都経済センター会議室 3階 3 ‒Ｆ

（四条烏丸、地下道26番出口直結）
　※当日の欠席等、緊急の連絡は協会（☎075‒212‒8877）まで
議　題  ①2024年度上半期活動報告　②2024年度下半期重点

方針　③決議採択、等

第208回定時代議員会

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
な

ど
が
主
催
し
て
「
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
署
名
提
出
集
会
」

が
11
月
28
日
に
参
議
院
議
員
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。
提
出
署
名

は
累
計
で
1
7
7
万
4
7
4
1

筆
と
な
っ
た
。
京
都
協
会
集
約

分
は
累
計
3
1
7
0
筆
。
集
会

に
は
野
党
議
員
や
マ
ス
コ
ミ
含

め
2
3
0
人
が
参
加
、
ウ
ェ
ブ

で
も
約
3
0
0
人
が
視
聴
。

　
京
都
独
自
の
要
請
行
動
で

は
、
国
会
議
員
14
人
に
保
険
証

存
続
を
求
め
る
要
請
資
料
を
届

け
た
。
こ
の
う
ち
倉
林
明
子
参

議
院
議
員
と
堀
川
朗
子
衆
議
院

議
員
の
2
議
員
に
は
直
接
要
請

を
行
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
を
医

療
機
関
に
義
務

付
け
た
厚
生
労

働
省
令
は
違
法

と
し
て
医
師
・

歯
科
医
師
1
4

1
5
人
が
義
務

の
不
存
在
確
認

を
求
め
た
訴
訟

の
判
決
で
、
東

京
地
裁
は
11
月

28
日
、
原
告
の

請
求
を
棄
却
し

た
。
原
告
団
団

長
の
東
京
保
険

医
協
会
・
須
田
昭
夫
会
長
は
判

決
を
不
服
と
し
て
控
訴
す
る
方

針
を
示
し
た
。

　
判
決
は
、
委
任
命
令
と
し
て

の
適
法
性
に
つ
い
て
、
健
康
保

険
法
は
医
療
機
関
が
遵
守
す
べ

き
事
項
も
省
令
で
定
め
ら
れ
る

と
解
釈
、
こ
の
中
に
資
格
確
認

の
方
法
が
含
ま
れ
る
と
解
し
、

違
法
と
は
言
え
な
い
と
結
論
付

け
た
。
体
制
整
備
に
経
済
的
負

担
が
生
ず
る
と
し
て
も
、
直
ち

に
事
業
継
続
を
困
難
に
す
る
よ

う
な
も
の
に
相
当
す
る
と
は
言

え
な
い
と
し
た
。

　
訴
訟
弁
護
団
は
、
判
決
を
、

原
告
側
の
主
張
や
証
拠
に
つ
い

て
正
面
か
ら
応
え
る
こ
と
な

く
、
国
の
言
い
分
ば
か
り
を
採

用
し
た
、
あ
ま
り
に
中
身
の
薄

い
、
正
に
不
当
判
決
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
内
容
と
指
摘
。

　
判
決
後
の
報
告
集
会
で
は
、

「
到
底
納
得
・
容
認
で
き
る
も

の
で
は
な
い
」
と
の
声
が
多
数

出
さ
れ
、
引
き
続
き
「
義
務

化
」
撤
回
の
闘
い
を
続
け
て
い

く
と
の
覚
悟
が
語
ら
れ
た
。

地
裁
で
「
不
当
判
決
」
を

掲
げ
る
原
告
ら

オン資確認訴訟判決
東京地裁 医師らの訴え退ける

2
年
前
、
正
式
会
議
を
経
る

こ
と
な
く
唐
突
に
廃
止
が
表
明

さ
れ
、
法
的
に
は
任
意
の
マ
イ

認
方
法
は
7
通
り
と
な
り
、
こ

の
不
便
極
ま
り
な
い
仕
組
み
に

医
療
機
関
は
手
間
と
コ
ス
ト
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
混
乱
の
原
因
は
、
政
府
に
よ

る
マ
イ
ナ
保
険
証
し
か
使
え
な

く
な
る
か
の
よ
う
な
宣
伝
・
誘

導
に
あ
る
。
直
近
10
月
の
マ
イ

ナ
保
険
証
利
用
率
は
15
・
67
％

に
と
ど
ま
り
、
国
家
公
務
員
は

さ
ら
に
低
い
こ
と
も
国
民
の
不

法
案
を
与
野
党
の
枠
を
超
え
て

成
立
さ
せ
る
こ
と
②
国
民
の
受

療
権
後
退
防
止
の
た
め
に
も
、

少
な
く
と
も
国
保
被
保
険
者
に

対
し
て
は
全
員
に
資
格
確
認
書

を
無
条
件
交
付
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

　
ま
た
、
保
険
証
廃
止
は
人
々

の
生
存
権
・
健
康
権
保
障
に

「
申
請
主
義
」
を
持
ち
込
み
、

国
・
自
治
体
の
公
的
責
任
を
大

き
く
後
退
さ
せ
る
の
み
な
ら

ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普

及
は
国
・
企
業
に
よ
る
個
人
情

報
の
収
集
・
利
活
用
を
主
目
的

と
し
て
い
る
。
日
本
で
未
整
備

の
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権

を
法
的
に
確
立
し
、
真
に
医
療

保
障
に
役
立
つ
デ
ジ
タ
ル
化
を

求
め
る
。

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
を
生
命

に
関
わ
る
保
険
証
を
使
っ
て
事

実
上
義
務
化
し
た
。

　
医
療
機
関
窓
口
で
は
マ
イ
ナ

保
険
証
の
資
格
確
認
で
ト
ラ
ブ

ル
が
多
発
し
社
会
問
題
化
。
政

府
は
総
点
検
・
確
認
作
業
を
終

了
し
た
と
す
る
が
、
そ
の
後
の

調
査
で
も
ト
ラ
ブ
ル
の
割
合
は

む
し
ろ
上
が
っ
て
お
り
、「
不

安
払
拭
」
に
は
ほ
ど
遠
い
。

　
こ
れ
ま
で
は
保
険
証
1
枚
で

確
認
で
き
て
い
た
も
の
が
、
弥

縫
策
を
重
ね
る
こ
と
で
資
格
確

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
停
止
の

強
行
に
抗
議
す
る（
要
旨
）

国
会
で
署
名
提
出
集
会

京
都
の
議
員
に
も
要
請

信
を
深
め
て
い
る
。

10
月
の
総
選
挙
当
選
者
4
6

5
人
中
55
％
が
保
険
証
を
「
廃

止
す
べ
き
で
な
い
」「
延
期
す

べ
き
」
と
答
え
、「
廃
止
」
36

％
を
上
回
る
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）。
石

破
首
相
自
身
も
9
月
の
自
民
党

総
裁
選
挙
で
、「（
従
来
の
保
険

証
と
の
）
併
用
を
考
え
る
の
は

選
択
肢
と
し
て
当
然
」
と
発
言

し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
も
立
ち
止
ま
ろ
う
と

は
せ
ず
、
健
康
保
険
証
の
新
規

発
行
停
止
を
強
行
し
た
政
府
に

強
く
抗
議
す
る
。

　
そ
の
う
え
で
、
①
廃
止
延
期

集まった署名を国会議員に手渡す
集会参加者ら

保
険
証
廃
止

新規発行停止に抗議談話
存続求め全国から署名177万超

2 0 2 4 年 (令和 6年) 1 2 月 1 0 日 第 3 1 8 3 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

主な内容

●医師賠償責任保険
● 休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）
●針刺し事故等補償プラン
● 自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

地
区
と
の
懇
談（
中
東
・
中
西
）
（
2
面
）

接
遇
参
加
記

「
ス
タ
ッ
フ
の
関
係
性
を
強
み
に
」（
3
面
）

文
化
ハ
イ
キ
ン
グ

「
光
源
氏
ゆ
か
り
の
地
へ
」

（
3
面
）



　
協
会
は
京
都
府
健
康
対
策
課

に
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
今

冬
の
流
行
に
備
え
た
お
願
い
」

を
11
月
15
日
に
提
出
し
た
。
代

議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
基

に
、
①
検
査
や
発
熱
患
者
受
入

れ
医
療
機
関
へ
の
補
助
金
②
コ

ロ
ナ
医
療
費
の
公
費
支
援
③

（
高
齢
・
障
害
な
ど
）受
け
入
れ

の
難
し
い
患
者
の
入
院
体
制
の

構
築
④
国
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
総
括
を
行
う
こ
と
や
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

や
安
全
性
を
総
点
検
し
た
デ
ー

タ
を
国
民
に
示
す
こ
と
を
求
め

る
―
な
ど
を
要
望
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
5
類

と
な
っ
た
2
0
2
3
年
5
月
か

府
に
新
型
コ
ロ
ナ
で
要
望

ワ
ク
チ
ン
供
給
の
調
整
も
求
め
る

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

府
に
助
成
制
度
創
設
求
め
る

ら
24
年
4
月
ま
で
の
1
年
間
の

全
国
の
死
者
数
が
3
万
2
5
7

6
人
と
発
表
さ
れ
、
死
亡
の
リ

ス
ク
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
上

回
り
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準

に
あ
る
。
今
夏
も
公
費
支
援
終

了
に
伴
う
「
検
査
・
診
療
控

え
」
や
「
隠
れ
感
染
者
」
に
よ

る
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

中
、「
第
11
波
」
が
流
行
し
た
。

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
は
夏
と

冬
に
感
染
拡
大
す
る
傾
向
が
あ

り
、
今
冬
も
一
定
の
感
染
拡
大

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
に
備
え
た
施
策
を
求
め
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
に
つ
い

て
、
接
種
協
力
医
療
機
関
に
対

し
て
卸
業
者
か
ら
総
数
が
少
な

い
の
で
納
品
で
き
な
い
と
言
わ

れ
た
事
例
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
含
め
て
ワ
ク
チ
ン
が
確
実
に

届
く
よ
う
行
政
と
し
て
調
整
を

行
う
こ
と
も
求
め
た
。

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
、
国
は
2
0
2
5
年
度
よ
り

Ｂ
類
定
期
接
種
の
予
定
で
準
備

を
進
め
て
い
る
が
、
Ｂ
類
定
期

接
種
は
接
種
対
象
者
の
う
ち
低

所
得
者
の
接
種
費
用
を
国
が
負

担
す
る
も
の
で
、
接
種
対
象
者

で
な
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
接
種

対
象
者
で
あ
っ
て
も
低
所
得
者

以
外
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
が

独
自
に
助
成
を
し
な
け
れ
ば
全

額
被
接
種
者
負
担
に
な
る
。

　
全
国
で
は
現
在
7
0
0
を
超

え
る
市
区
町
村
が
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
府
内
で
は
今
年
度
か

ら
福
知
山
市
と
向
日
市
で
助
成

制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
福
知
山

市
の
助
成
は
50
歳
以
上
を
対
象

に
生
ワ
ク
チ
ン
4
千
円
上
限
×

1
回
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
1
万

円
上
限
×
2
回
と
い
う
も
の
。

　
協
会
は
11
月
15
日
、
京
都
府

に
対
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

病
気
を
防
ぎ
、
苦
し
む
市
民
が

生
じ
な
い
よ
う
、
一
定
年
齢
以

上
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
希
望
者
に
対
し
接
種
費
用
を

助
成
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
を
求
め
た
。
市
町
村
に
対
し

て
も
同
様
の
要
請
を
行
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
公
費
支
援
終
了
に
伴
う

「
検
査
・
診
療
控
え
」
や
「
隠

れ
感
染
者
」
に
よ
る
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
中
で
今
夏
、

「
第
11
波
」
が
流
行
。
コ
ロ
ナ

以
外
の
感
染
症
も
多
く
報
告
さ

れ
た
。
国
や
府
へ
の
要
望
に
あ

た
り
医
療
機
関
の
状
況
を
聞
い

た
。

　
今
夏
の
状
況
に
つ
い
て
、

「
感
染
症
を
疑
う
患
者
は
い
た

が
、
特
に
問
題
な
い
」
が
73
％

で
あ
っ
た
が
、「
コ
ロ
ナ
を
疑

う
患
者
が
多
く
、
対
応
に
苦
慮

た
」
が
65
％
、「
対
処
療
法
薬

の
投
与
の
み
希
望
す
る
患
者
が

増
え
た
」
が
42
％
、「
検
査
は

費
用
が
か
か
る
た
め
『
受
け
な

い
患
者
』
が
増
え
た
」
15
％
と

い
う
回
答
で
あ
っ
た
（
図
1
）。

　
コ
ロ
ナ
患
者
の
入
院
が
必
要

な
場
合
の
入
院
調
整
は
、「
入

院
先
を
う
ま
く
確
保
で
き
た
」

が
54
％
で
、「
入
院
先
を
う
ま

く
確
保
で
き
な
か
っ
た
」
が
1

件
（
4
％
）
あ
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
国
や
京

都
府
に
求
め
た
い
こ
と
を
複
数

回
答
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
検

査
や
発
熱
患
者
受
入
れ
医
療
機

関
へ
の
補
助
金
」
42
％
、「
コ

ロ
ナ
医
療
費
の
公
費
支
援
」
38

％
、「（
高
齢
・
障
害
な
ど
）
受

け
入
れ
の
難
し
い
患
者
の
入
院

体
制
の
構
築
」
35
％
、「
コ
ロ

ナ
情
報
の
適
切
な
発
信
」「
国

と
し
て
の
コ
ロ
ナ
総
括
」
が
23

％
の
順
で
あ
っ
た
（
図
2
）。

し
た
」も
15
％
、「
コ
ロ

ナ
以
外
の
感
染
症
を
疑

う
患
者
が
多
く
、
対
応

に
苦
慮
し
た
」
は
8
％

で
あ
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
疑
わ
れ
る

発
熱
患
者
の
「
検
査
・

診
療
控
え
」
に
つ
い
て

複
数
回
答
で
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
コ
ロ
ナ
判
定

が
陽
性
で
も
、
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
の
投
与
を
希
望

し
な
い
患
者
が
増
え

コロナ判定が陽性でも、
抗ウイルス薬の投与を

希望しない患者が増えた
対処療法薬の投与のみ
希望する患者が増えた

検査は費用がかかるため
「受けない患者」が増えた

その他 12％

15％

42％
65％

0 20 40 60

図１  コロナが疑われる発熱患者の
「検査・診療控え」（複数回答）

検査や発熱患者受入れの補助金
コロナ医療費の公費支援
受け入れの難しい患者の

入院体制の構築
コロナ情報の適切な発信
国としてのコロナ総括

後遺症対策の強化
ワクチン接種の無償化

その他 8％
12％

19％
23％
23％

35％

38％
42％

図２ 国や府に求めたいこと（複数回答）

ご
出
席
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
を

　
協
会
は
24
年
度
の
地
区
医
師
会
と
の
懇
談
会
を
10
月
よ
り
開
始
し
た
。
今
年
度
は
「
社

会
保
障
制
度
の
行
方
と
医
療
提
供
体
制
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
し
て
い
る
。
ぜ
ひ

ご
出
席
い
た
だ
き
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。
併
せ
て
ア
ン
ケ
ー

ト
「
今
後
の
さ
ら
な
る
『
改
革
』」
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
（
6
面
に
案
内
）。

　
協
会
は
10
月
25
日
、
中
京
東

部
・
中
京
西
部
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
ウ
ェ
ブ
で
開
催
。
2
地

区
か
ら
6
人
、
協
会
か
ら
5
人

が
出
席
し
た
。
中
京
西
部
医
師

会
・
正
木
淳
会
長
か
ら
の
開
会

あ
い
さ
つ
の
後
、
協
会
か
ら

「
社
会
保
障
制
度
の
行
方
と
医

療
提
供
体
制
改
革
」
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
し
た
。

　
国
は
外
来
医
療
の
流
れ
・
機

能
分
化
を
推
進
す
る
と
同
時

に
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
持

つ
医
療
機
関
の
明
確
化
を
図
る

た
め
、
2
0
2
5
年
4
月
か
ら

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
」

制
度
を
導
入
す
る
。
こ
れ
に
対

し
て
地
区
か
ら
は
「
報
告
内
容

の
1
号
機
能
と
2
号
機
能
の
違

い
は
何
か
。
実
際
の
標
榜
科
目

と
診
療
科
に
差
が
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。
例
え
ば
専
門
科

以
外
の
診
療
科
で
か
か
り
つ
け

医
登
録
を
し
て
、
患
者
は
そ
れ

を
見
て
受
診
す
る
こ
と
に
な

り
、
混
乱
を
招
く
の
で
は
な
い

か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
1
号
機
能
は

医
療
機
関
が
ど
の
診
療
科
や
疾

患
の
か
か
り
つ
け
医
と
な
る

か
。
2
号
機
能
は
通
常
の
外
来

だ
け
で
は
な
く
、
診
療
時
間
外

の
対
応
、
入
退
院
に
お
け
る
病

院
と
の
連
携
、
在
宅
医
療
の
体

制
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携

等
の
機
能
を
有
し
て
い
る
か
を

報
告
す
る
。
国
は
こ
の
報
告
制

度
を
利
用
し
て
、
患
者
が
か
か

り
つ
け
医
で
な
い
医
療
機
関
を

受
診
し
た
場
合
に
、
特
別
料
金

を
負
担
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
回

答
。
さ
ら
に
地
区
か
ら
は
「
か

か
り
つ
け
医
で
な
い
だ
け
で
、

特
別
料
金
を
負
担
す
る
の
は
大

変
お
か
し
な
話
だ
。
阻
止
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
い
ま
だ
に
解
消
さ

れ
な
い
医
薬
品
供
給
不
足
問
題

や
診
療
報
酬
改
定
に
関
し
て
地

区
か
ら
「
自
院
は
外
科
系
の
た

め
、
局
所
麻
酔
剤
を
使
用
し
て

い
る
が
、
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
も

マ
ー
カ
イ
ン
も
な
い
。
ど
う

や
っ
て
診
療
を
す
れ
ば
良
い
の

か
。
外
科
系
の
診
療
報
酬
は
難

易
度
に
よ
っ
て
点
数
化
さ
れ
て

い
る
。
難
易
度
だ
け
で
は
な

く
、
処
置
に
要
す
る
時
間
や
人

件
費
も
含
め
て
評
価
し
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

協
会
か
ら
は
「
厚
生
労
働
省
は

医
薬
品
供
給
不
足
問
題
に
関
し

て
、
さ
ら
な
る
対
応
を
進
め
て

い
く
と
の
態
度
を
示
し
、
現
場

の
窮
状
も
あ
る
程
度
理
解
し
て

い
る
。
し
か
し
自
由
競
争
の
原

則
の
下
で
、
製
薬
会
社
に
対
し

て
口
出
し
が
で
き
な
い
。
診
療

報
酬
に
関
し
て
は
厚
生
労
働
省

や
中
医
協
の
力
が
弱
ま
っ
て
お

り
、
財
務
省
の
言
い
な
り
に

な
っ
て
い
る
。
財
務
省
や
財
務

金
融
委
員
へ
の
働
き
か
け
を
強

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制
度
の
新
た
な

患
者
負
担
に
結
び
つ
け
て
は
な
ら
な
い

中
京
東
部
・
中
京
西
部
医
師
会
と
懇
談

10
月
25
日
　
ウ
ェ
ブ
会
議

出席者11人で開催
された中京東部・
中京西部医師会と
の懇談

地
区
医
師
会
と
の

懇
談
会
を
開
催

　全国の保険医協会・保険医会主催の
ウェブ研究会・講習会は、他府県の会員
でも参加・視聴できます。企画概要等の
詳細は、保団連情報サービスに登録した
会員（登録無料）が閲覧できます。

■  愛知県保険医協会［12月14日（土）15時～17時］

「永遠の化学物質『PFAS』汚染の現在地」
諸永 裕司 氏（フリージャーナリスト）

■  鹿児島県保険医協会［12月14日（土）17時～19時］

文化講演会「飛躍的に進化する宇宙開発」
杉薗 光太朗氏（JAXA研究開発部門第四研究ユニット 研究開発員）

■  愛知県保険医協会［12月15日（日）14時～16時］

「世界遺産の魅力と意義
 ～世界遺産をより深く楽しむために」
宮澤　光 氏（NPO法人 世界遺産アカデミー主任研究員）

■  神奈川県保険医協会［12月19日（木）19時30分～21時］

「機能性消化管疾患の診方・考え方
 ～腹部愁訴に対する向き合い方を考える～」
中野 弘康 氏（竹山病院）

■  愛知県保険医協会［12月21日（土）14時30分～16時30分］

「アルコール依存症を一般科医から
 アルコール専門精神科医へ繋げる」
奥田 正英 氏（医療法人資生会 八事病院副院長）

■  千葉県保険医協会
［12月21日（土）19時～20時45分］

「日常診療の中の認知症
 ～当事者の思い・薬物・地域連携」
北田 志郎 氏

（大東文化大学スポーツ・健康科学部看護学科教授、あおぞら診療所（松戸市）副院長 ）

研究会交流サイトのご活用を研究会交流サイトのご活用を

今後の予定

研究会
交流サイトは
こちらから

保団連保団連

2 0 2 4 年 (令和 6年) 1 2 月 1 0 日第 3 1 8 3 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

代議員アンケート

実
施
時
期
＝
9
月
17
日
〜
25
日

対
象
者
＝
代
議
員
83
人
、
回
答
数
＝
26
人
（
回
答
率
31
％
）

新
型
コ
ロ
ナ
5
類
移
行
後
の
感
染
症
の
状
況

保団連情報
サービスの
登録はこち
らから



　
「
時
代
に
当
て
ら
れ
た
聴
診

器
」
と
し
て
は
、
全
国
共
同
調

査
結
果
報
告
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
導
入
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
義
務
化
に
伴
う
医
療
機
関
へ

の
影
響
調
査
」
が
あ
り
、
身
に

つ
ま
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。

　
次
に
、
朝
日
新
聞
社
編
集
委

員
の
原は

ら
真ま

こ
と人
氏
が
、
日
本
が
抱

え
る
リ
ス
ク
と
し
て
、「
日
本

の
衰
退
と
未
来
」
を
記
念
講
演

し
た
。
氏
は
安
倍
晋
三
元
首
相

の
政
治
・
経
済
政
策
を
レ
ー
ガ

ン
元
米
国
大
統
領
の
政
策
を
揶

揄
し
て
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と

命
名
し
た
。
首
相
は
、
自
分
の

政
策
は
①
第
一
の
矢
：
大
胆
な

金
融
緩
和
②
第
二
の
矢
：
機
動

的
な
財
政
出
動
で
あ
っ
て
、
し

か
し
両
者
は
矛
盾
す
る
が
結
び

つ
き
、
さ
ら
に
日
本
銀
行
が
紙

幣
を
発
行
し
、
国
債
を
引
き
受

け
て
財
政
資
金
を
賄
う
財
政

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
的
な
動
き
に
な

　
協
力
は
「
光
源
氏
ゆ
か
り
の

史
跡
」
を
巡
る
文
化
ハ
イ
キ
ン

グ
を
11
月
17
日
開
催
、『
源
氏

物
語
』
の
光
源
氏
の
モ
デ
ル
と

言
わ
れ
る
源

み
な
も
と
の
と
お
る
融
の
史
跡
を

巡
っ
た
。
雨
予
報
を
覆
し
晴
れ

間
が
の
ぞ
く
五
条
大
橋
か
ら
参

加
者
4
人
は
ガ
イ
ド
脇
野
博
昭

氏
（
元
京
都
市
観
光
協
会
）
の

接遇マナー研修（中級）

医療者の“プロ”としての
コミュニケーション力を磨く

案
内
で
、
ま
ず
は
邸
宅
「
河
原

院
跡
」
へ
。「
河
原
院
」
は
五

条
河
原
町
か
ら
六
条
柳
馬
場
ま

で
方
二
丁
（
4
町
）
に
及
ぶ
広

大
な
敷
地
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

が
、
今
は
一
部
の
遺
構
を
残
す

の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
源
融
は
嵯
峨
天
皇
の
第
12
皇

子
だ
っ
た
が
、
臣
籍
に
下
り
8

7
2
年
左
大
臣
に
。
河
原
院
の

ほ
か
二
つ
別
邸
が
あ
り
、
嵯
峨

清
凉
寺
に
「
栖せ

い

霞か

観か
ん

」、
宇
治

は
後
に
藤
原
道
長
に
移
り
、
頼

道
に
よ
り
平
等
院
と
な
っ
た
。

　
「
本
覚
寺
」
は
浄
土
宗
の
寺

院
で
源
実
朝
夫
人
の
信
子
（
本

覚
尼
）
が
西
八
条
の
遍

へ
ん
じ
ょ
う
し
ん
い
ん

照
心
院

に
建
立
し
た
の
が
起
こ
り
と
さ

れ
て
い
る
。
当
日
は
法
要
で
建

物
内
に
入
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
源
融
の
像
が
祀
ら

れ
て
い
る
。

　
「
渉
成
園
」
は
東
本
願
寺
の

別
邸
で
、
周
り
に
枳か

ら
た
ち殻
を
植
え

た
こ
と
か
ら
枳き

殻こ
く
邸て

い
と
も
呼
ば

れ
る
。
こ
の
地
が
河
原
院
の

あ
っ
た
場
所
に
当
た
る
と
の
伝

承
か
ら
、
園
内
に
は
河
原
院
の

風
情
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
景
物

を
多
く
観
る
こ
と
が
で
き
る
。

印い
ん
月げ

池つ
ち
は
境
内
の
6
分
の
1
を

占
め
る
池
泉
回
遊
式
の
池
で
あ

り
、
大
島
の
右
手
に
は
「
源
融

塔
」
と
呼
ば
れ
る
九
重
の
塔

　
「
白
衣
に
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

を
時
代
に
聴
診
器
を
」
を
テ
ー

マ
に
第
39
回
保
団
連
医
療
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
愛
媛
県
保
険

医
協
会
主
催
で
松
山
市
の
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松

山
に
て
9
月
22
日
・
23
日
に
開

催
さ
れ
、
聴
講
で
の
み
出
席
し

た
。1

日
目
は
、「
白
衣
に
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
を
」
に
関
連
し
、
女

流
俳
人
の
神
野
紗
希
氏
に
よ
る

兼
題
「
白
衣
」
の
事
前
応
募
・

会
員
投
稿
の
俳
句
の
審
査
発
表

と
地
元
出
身
正
岡
子
規
の
句
作

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

特
選
に
は
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

衣
装
は
白
衣
マ
マ
の
お
古
」

（
宮
崎
県
・
染
矢
哲
郎
氏
）、

「
星
月
夜
真
っ
新
白
衣
漕
ぐ
ペ

ダ
ル
」（
大
阪
府
・
高
本
英
司

氏
）
が
選
ば
れ
、
自
由
詠
で

は
、「
往
診
の
た
び
に
金
魚
の

太
り
を
り
」（
埼
玉
県
・
篠
原

白
野
氏
）、「
白
を
活
け
紫
を
挿

し
涼
し
か
り
」（
埼
玉
県
・
萩

原
行
博
氏
）
が
選
ば
れ
た
。

り
、
経
済
成
長
を
可
能
と
す
る

③
第
三
の
矢
：
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
経
済
発
展
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
首
相
に
は
、
マ
ス

コ
ミ
に
付
け
ら
れ
た
綽
名
と
気

に
入
ら
れ
ず
、
ま
た
日
本
銀
行

の
黒
田
東
彦
総
裁
か
ら
も
、
記

者
会
見
で
の
質
問
に
ま
と
も
な

回
答
を
も
ら
え
ず
、
嫌
わ
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
人
力
で
は
切
り
抜
け
困
難
な

自
然
災
害
の
よ
う
で
は
な
く
、

知
恵
と
力
で
切
り
抜
け
可
能
な

問
題
に
財
政
問
題
が
あ
る
と
す

る
。
日
本
の
財
政
の
健
全
度

は
、
今
や
世
界
1
8
7
カ
国
中

1
8
6
番
目
と
さ
れ
、
大
変
で

あ
る
。
今
後
、
近
年
中
に
生
じ

る
可
能
性
が
高
い
南
海
ト
ラ
フ

地
震
や
首
都
直
下
型
地
震
、
近

隣
諸
国
間
で
の
戦
争
で
、
経
済

的
リ
ス
ク
か
ら
超
イ
ン
フ
レ
が

生
じ
た
な
ら
、
将
来
の
た
め
の

貯
金
な
ど
が
、
円
も
暴
落
し
て

極
小
価
値
に
低
下
す
れ
ば
国
・

地
方
の
債
務
も
暴
落
す
る
の
で

返
済
不
要
と
等
し
く
な
る
。
あ

な
恐
ろ
し
や
で
あ
る
。

　
翌
日
は
分
科
会
を
聴
講
し
、

そ
の
後
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
出
席
し
た
。
京
都
会
員
の
阿

部
純
氏
が
「
今
こ
そ
、〝
一
般

治
療
〞
で
の
妊
娠
を
！
」
が
あ

り
難
解
で
あ
っ
た
が
、
要
は
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
を
防
止

し
、
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
の
滅
亡

防
止
を
！
と
聴
く
。

　
帰
路
は
往
路
と
同
じ
J
R

予
讃
線
に
は
乗
ら
ず
、
バ
ス
で

し
ま
な
み
街
道
を
北
上
し
て
島

々
の
間
を
橋
で
渡
り
、
途
中
大

山
祗
神
社
を
参
拝
し
、「
天
皇

陛
下
の
お
言
葉
の
よ
う
に
、
国

民
が
幸
せ
で
、
世
界
が
平
和
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
！
」
と
祈
っ

た
。
会
員
の
先
生
方
も
保
団
連

医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。

（
供
養
塔
）が
あ
る
。

池
か
ら
西
南
方
向
に

は
京
都
タ
ワ
ー
が
臨

め
、
対
照
的
な
景
色

か
ら
は
京
都
の
悠
久

の
歴
史
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
河
原
院
跡
か
ら
少

し
西
の
六
条
院
公
園

に
は
「
源
氏
物
語
ゆ

か
り
の
地
」
の
説
明

板
が
あ
る
。
こ
の

「
説
明
板
」
は
近
年
、
京
都
市

に
よ
り
40
枚
建
て
ら
れ
て
い

る
。
平
安
時
代
の
建
物
は
京
都

市
内
に
は
ほ
ぼ
残
っ
て
い
な
い

が
、「
説
明
板
」
を
頼
り
に
当

時
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

　
協
会
は
「
接
遇
マ
ナ
ー
研
修

会
（
中
級
編
）」
を
9
月
12
日

に
協
会
会
議
室
で
開
催
。
9
医

療
機
関
12
人
が
参
加
し
た
。
講

師
は
㈱
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｓ
Ｉ
Ｑ

協
会
の
米
谷
徳
恵
氏
。
前
半
は

「
医
療
接
遇
〈
初
級
〉
で
の
学

び
」
の
題
で
接
遇
マ
ナ
ー
研
修

会
（
初
級
編
）
の
内
容
の
振
り

返
り
を
行
い
（
写
真
）、
後
半

は
「
ご
意
見
初
期
対
応
」
の
題

で
患
者
対
応
、「
働
き
や
す
い

院
内
環
境
を
目
指
し
て
」
の
題

で
部
下
・
後
輩
指
導
を
研
修
し

た
。
協
会
の
接
遇
研
修
は
参
加

者
同
士
で
あ
い
さ
つ
や
所
作
、

言
葉
遣
い
な
ど
を
確
認
し
合
う

実
践
形
式
が
毎
回
好
評
を
博
し

て
お
り
、
参
加
者
は
ペ
ア
に

な
っ
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

（
実
践
練
習
）
な
ど
に
熱
心
に

取
り
組
ん
だ
。
以
下
、
参
加
記

を
掲
載
す
る
。

　
こ
の
度
は
医
療
接
遇
研
修

〈
中
級
〉〜
医
療
接
遇
の
醸
成
〜

へ
参
加
す
る
機
会
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
受
付
事
務
と
し
て
2
年
ほ

ど
働
い
て
い
ま
す
。
医
師
や
看

護
師
が
そ
の
高
度
な
専
門
性
を

活
か
し
て
活
躍
す
る
医
療
機
関

に
お
い
て
、
医
院
の
受
付
事
務

は
特
に
専
門
教
育
を
受
け
な
く

て
も
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
最
初
に
患
者
さ
ん
と
出
会

う
、
医
院
の
顔
と
も
言
え
る
重

要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
と
日
々
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
受

付
事
務
と
し
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
教
育
体
系
な
ど
が
な
く
自
分

自
身
の
価
値
観
に
頼
っ
た
接
遇

に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
今
回
の

医
療
接
遇
研
修
と
い
う
学
び
の

場
を
得
て
、
私
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
接
遇
対
応
が
良
か
っ
た
の

か
ど
う
か
振
り
返
り
学
び
た

い
、
医
療
接
遇
の
専
門
性
と
は

ど
う
い
っ
た
も
の
だ
ろ
う
と
思

い
、
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
中
級
研
修
を
受
け
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
も
ご
意
見
初

期
応
対
（
ク
レ
ー
ム
を
未
然
に

防
ぐ
応
対
）
と
働
き
や
す
い
院

内
環
境
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と

を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 　

患
者
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
頂

戴
す
る
際
、
受
付
で
最
初
に
聞

く
こ
と
が
や
は
り
多
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
苦
情
を

言
わ
れ
る
患
者
さ
ん
に
、
相
互

尊
重
の
心
を
基
本
に
誠
意
を
持

ち
、
謙
虚
な
姿
勢
で
お
話
を

し
っ
か
り
と
正
確
に
伺
い
、
迅

速
に
対
応
す
る
こ
と
、
ク
レ
ー

ム
と
恐
れ
ず
ご
意
見
と
思
い
、

お
気
持
ち
を
伺
う
姿
勢
で
対
応

す
る
と
学
び
ま
し
た
。
苦
情
を

言
う
方
も
嫌
な
気
持
ち
に
な
る

も
の
、
言
っ
て
下
さ
る
だ
け
愛

情
が
あ
る
と
感
じ
、
最
後
ま
で

聞
き
切
る
こ
と
の
大
事
さ
、
ま

た
ス
タ
ッ
フ
が
一
人
で
苦
情
対

応
に
回
っ
た
際
に
は
、
通
常
業

務
も
回
し
つ
つ
他
の
ス
タ
ッ
フ

で
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
状
況
を
確

認
し
、
任
せ
き
り
に
は
し
な
い

な
ど
の
重
要
性
も
感
じ
ま
し

た
。
普
段
か
ら
い
わ
ゆ
る
〝
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
〞
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
し
っ
か
り
と

取
れ
て
い
る
風
通
し
の
良
い
働

き
や
す
い
院
内
環
境
な
ら
、
自

然
に
そ
の
よ
う
な
事
態
の
時
に

普
段
の
関
係
性
が
強
み
と
し
て

発
揮
さ
れ
る
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

　
緩
急
織
り
交
ぜ
た
素
晴
ら
し

い
研
修
を
し
て
下
さ
っ
た
米
谷

先
生
、
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ

た
関
係
各
所
の
皆
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

渉成園の縮
しゅくおんてい
遠亭から源融塔を見る

河原院跡の碑と市民植樹のエノキ

小川 絵美

小川医院
（上京東部）

跡
地
か
ら
悠
久
の
歴
史
を
知
る

光
源
氏
ゆ
か
り
の
地
へ

風
通
し
の
良
い
医
院
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
関
係
性
を
強
み
に

知恵と力で切り抜け可能な財政問題
第39回保団連医療研究フォーラム参加記

宇田 憲司（宇治久世）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
愛
媛
県
立
伊
予
高
校

書
道
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス「
博
愛
」

（
写
真
提
供
：
愛
媛
県
保
険
医
協
会
）
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文
化
ハ
イ
キ
ン
グ

河
原
院
跡

本
覚
寺

　
　
　
渉
成
園

思
い
を
は
せ
る



年末調整とは
　給与の支払者は、毎月の給与や賞与を支払う際に所定の「源
泉徴収税額表」によって所得税を源泉徴収しなければならな
い。その源泉徴収した税額の年間合計額は、給与を受け取った
人の年間給与総額に対する所得税額（年税額）と一致しないの
が通常である。
　その主な理由は、①源泉徴収税額表が年間を通して毎月の給
与の額に変動がないものとして作られており、実際には年の中
途で給与の額が改定されている場合があること②年の中途で扶
養親族等に異動があっても、異動後の支払い分から源泉徴収税
額を修正するだけで、さかのぼって各月の源泉徴収税額が修正
されないこと③配偶者特別控除や生命保険料・地震保険料の控
除など年末調整の際に控除されるものがあること―などが挙げ
られる。
　この不一致を精算するために、年間の給与総額が確定する年
末にその年の所得税額（年税額）を正しく計算し、これまでに
徴収した税額との差額を徴収または還付することが必要とな
る。この精算手続きを「年末調整」と呼んでいる。

年末調整の事務手続き
① 　源泉徴収簿に記載した毎月の給与や賞与の支払額、給与・
賞与から控除した社会保険料、源泉徴収した税額の年間合計
額を計算する。年の中途で採用した従業員の場合には、前職
（１月から退職月まで）の源泉徴収票に記載された給与等の
金額を合算する。

② 　①で集計した年間の給与の総額から「給与所得控除後の給
与等の額」を求め、「所得控除」の合計額を差し引きし、「課
税所得金額」を算出する。「課税所得金額」に税率を乗じて
税額を求め、住宅借入金等特別控除を控除して年調所得税額
を算出する。
③ 　②で求めた年調所得税額に102.1％を乗じて、復興特別所
得税を含む年調年税額を算出する（100円未満の端数は切り
捨て）。

④ 　③で求めた年調年税額と従業員から源泉徴収した年間の税
額との差額を本人還付（不足の場合は徴収）する。
⑤ 　従業員から源泉徴収した税額（未納付分）に年末調整の過
不足税額の合計額を加えて、翌年の１月10日（納期の特例が
提出されている場合は20日）までに納付しなければならない。

年末調整事務の留意点

１．2024年の年末調整における定額減税
①　年調減税額
　従業員から受理した扶養控除等申告書・配偶者控除等申告書
兼年末調整に係る定額減税のための申告書に記載された同一生
計配偶者および扶養親族の人数を確認し、年調減税額（本人分
３万円＋同一生計配偶者と扶養親族１人につき３万円）を計算
する。
②　年調年税額
　年調所得税額から年調減税額を控除した額に102.1％を乗じ
て年調年税額を算出する（100円未満の端数は切り捨て）。
③　源泉徴収票への表示
　「（摘要）」欄に源泉徴収時所得税減税控除済額○○円、控除
外税額○○円と記載する。

２．扶養控除等申告書など
　税務署から送付されている扶養控除等申告書などに「ＱＲ
コード」が付され、スマホ等でかざすと国税庁のホームページ
の記載例を見ることができる。
①　扶養控除等（異動）申告書
　「令和６年分扶養控除等申告書」の提出がな
い場合（乙欄適用）には、年末調整することは
できない。24年中に扶養親族等の異動があった
場合や「ひとり親（35万円控除）」・「寡婦（27
万円控除）」に該当する場合は「扶養控除等申告書」に変更の
内容を記入しなければならない。
　源泉控除対象配偶者（合計所得金額が900万円以下の所得者
と生計を一にする配偶者で、合計所得金額が95万円以下の者）
がある場合には、「扶養控除等申告書」に記入する必要がある。
　16歳未満の扶養親族（年少扶養親族）については、扶養控除
を受けることはできないが、住民税に関する事項の欄には、記
入する必要がある。
　19歳以上23歳未満の扶養親族については、特定扶養親族の欄
に□✓を付ける（扶養控除の額63万円）。所得者の同一生計配偶
者または扶養親族が障害者である場合には、障害者の欄に□✓を
付ける（障害者控除の額：一般障害者27万円・特別障害者40万
円・同居特別障害者75万円）。
（注）個人番号（マイナンバー）
   マイナンバー制度の導入に伴って、16年１月１日以降に受理する「扶
養控除等申告書」に個人番号を記載することが義務づけられた。源泉徴
収票を市区町村に提出する際には、個人番号を記載する必要がある。

②　少額減価償却資産の必要経費算入
　青色申告者が１個・１組30万円未満（消費税込）の器具備品
等を取得し事業に使用した場合には、取得価額の合計額が300
万円に達するまでの金額（2024年１月１日以降に開業された方
は取得価額の合計額300万円を按分計算）を取得した年の必要
経費にすることができる。確定申告書に取得価額に関する明細
書を添付する必要がある。

（注）少額減価償却資産を取得した年に必要経費に算入した場合でも償
却資産税の対象資産となるので留意する必要がある。

③　減価償却制度
　減価償却資産（建物・医療機械など）について07年４月１日
以後に取得したものと07年３月31日以前に取得したものに区分
し、それぞれの償却方法で減価償却し、必要経費に計上する。
07年３月31日以前に取得した減価償却資産について償却費の累
積額が取得価額の95％に達している場合には、取得価額の５％
から１円を控除した額について、５年間均等償却し、必要経費
に計上する。
　所有権移転外リース契約ついては、リース資産を売買により
取得したものとされるため、リース料総額（取得価額）をリー
ス期間定額法により減価償却し、必要経費に計上する。

（注）16年４月１日以後に取得する建物附属設備・構築物の償却方法
は定額法とされた。テナントの内装工事等は償却資産税の対象とな
るので留意する必要がある。

④　特別償却の必要経費算入等
　青色申告者が適用することができる主な特別償却等は次の通
りである。その選択にあたっては、その可否を検討し、特別償
却等を適用する必要がある。

「医療用機器等（新品）の特別償却（措置法12条の 2 ）」
　25年３月31日までに厚生労働大臣が指定した取得価額500万
円以上（消費税込）の医療用機器を取得（所有権移転外リース
契約を除く）し、事業の用に供した場合には、普通償却費とは
別に取得価額の12％を特別償却することができる。また、一定
の勤務時間短縮用設備等や構想適合病院用建物等を取得し事業
の用に供した場合の特別償却制度が設けられている（19年４月
１日以降取得分）。

「中小企業者の機械等（新品）の特別償却または税額控除（措置法10条の3）」
　取得価額70万円以上（消費税込）の一定のソフトウエアを取
得し、事業の用に供した場合には、普通償却費とは別に取得価
額の30％の特別償却か取得価額の７％の税額控除のいずれかを
選択適用することができる。
　所有権移転外リース契約についてはリース料総額が上記要件
を満たせば、税額控除の適用を受けることができる。

「給与等の支給額が増加した場合の税額控除（措置法10条の 5の 4 ）」
　24年分について一定の要件を満たすときは、雇用者給与等支
給増加額の15％（教育訓練費増加要件を満たす場合は25％）の
税額控除の適用を受けることができる。

２．消費税
　2022年分の課税売上（検診や予防接種、自費診療等）（注１）
1,000万円超の事業者または23年分の特定期間（注２）の課税売上
1,000万円超の事業者は、24年分の消費税課税事業者となる。
　24年分から新たに課税事業者になった方で簡易課税制度を選
択した場合には、簡易課税制度を２年間継続する必要がある。
　25年分の消費税申告分から「本則課税」から「簡易課税」、「簡易
課税」から「本則課税」に変更する場合や11年税法改正（注２）の適
用により25年分から課税事業者になる方で、「簡易課税制度」
を選択する場合には、その可否を検討し、24年12月31日までに
税務署に所定の届出書を提出する必要がある。
（注１ ） 事業資産の譲渡や他の事業、不動産収入（地代収入、居住用の賃貸収

入は除く）なども自費診療等に合算するので注意が必要である。
（注２ ） 免税事業者の判定（2011年消費税法改正）
  　基準期間（前々年）の課税売上が1,000万円以下、前年の１月から６

月まで（特定期間）の課税売上が1,000万円以下（売上に代えてその期
間の給与支給額でも良い）のいずれにも該当する者が免税事業者となる。

 ＊高額特定資産（税抜1,000万円以上）の取得等した場合
   　課税事業者を選択および簡易課税制度を選択していない事業者が、

16年４月１日以降、高額特定資産を取得等した場合は、取得等した日
の属する課税期間の翌課税期間から２年間は、事業者免税点制度およ
び簡易課税制度を適用されないこととされた。

 ＊適格請求書（インボイス）制度
   　23年10月１日から、消費税の仕入税額控除の方式としてインボイス

制度が開始され、適格請求書（インボイス）を発行できるのは「適格
請求書発行事業者」に限られる。この「適格請求書発行事業者」にな
るためには、登録申請書を提出し、登録を受ける必要がある。登録事
業者になると登録を取り消すまでは消費税の課税事業者となるので留
意する必要がある。

 ＊２割特例制度
   　免税事業者からインボイス発行事業者として課税事業者になった方が

対象となる。適用できる期間は、23年10月１日から26年９月30日まで
の日の属する各課税期間となる。２割特例の適用に当たっては、事前の
届出は必要なく、消費税の申告時に消費税の確定申告書に２割特例の
適用を受ける旨を付記することで適用を受けることができる。

３．電子帳簿保存
　電子取引・請求書等がメール配信される場合や事業者のホー
ムページに保存される場合があるので、電子帳簿等の取扱いに
留意する必要がある。

４．申告書等の書面提出
　25年１月から申告書等を税務署に書面で提出する場合、申告
書等の控えに収受日付印の押捺は行われないことになったので
留意する必要がある。

　給与支払者にとって１年の締めくくりとなる年末調整。橋本清治税理士にポイントを解説いただい
た。マイナンバーの取扱いについては本紙 6面を参照いただきたい。

② 　基礎控除申告書 兼 配偶者控除等申告書 
兼 年末調整に係る定額減税のための申告書 
兼 所得金額調整控除申告書
 ア．基礎控除申告書
   　基礎控除の適用を受けるためには「基礎
控除申告書」に本年中の合計所得金額の見積額による基礎
控除の額を記入し、提出しなければならない。

 イ ．配偶者控除等特別控除申告書 兼 年末調整に係る定額減
税のための申告書（同一生計配偶者に係る申告）

   　合計所得金額1,000万円以下の所得者が配偶者控除また
は配偶者特別控除の適用を受ける場合は、「配偶者控除等
申告書」に配偶者の合計所得金額の見積額による控除額を
記入し、提出しなければならない。

 ウ．所得金額調整控除申告書
   　所得金額調整控除の適用を受ける場合には、「要件」欄
の該当する項目に□✓を付け、扶養親族等の氏名を記入し、
提出しなければならない。
（注） 所得金額調整控除
   給与の収入金額が850万円を超える所得者で、次の要件を満たす
時は、給与収入金額（1,000万円超は1,000万円）から850万円を
控除した金額の10％を給与所得の金額から控除される。なお、共
働きの場合は夫婦双方で適用を受けることができる。

 ＊一定の要件（いずれかに該当）
 　〇自身が特別障害者。
 　〇 同一生計配偶者（事業専従者を除く）または扶養親族が特別障害者。
 　〇23歳未満の扶養親族を有している。

③　保険料控除申告書
  　生命保険料控除や地震保険料控除などの控
除の適用を受ける場合は、「給与所得者の保
険料控除申告書」を提出しなければならない。

 ア．国民年金保険料・国民年金基金掛金
   　国民年金保険料および国民年金基金の掛金について社会
保険料控除の適用を受ける場合には、「保険料控除申告書」
に支払額を記入するとともに証明書を添付しなければなら
ない。２年分の国民年金保険料を前納した時は、納めた年
に一括控除する方法と各年において控除する方法を選択適
用することができる。

 イ．後期高齢者医療制度の保険料
   　従業員が生計を一にする親族の後期高齢者医療制度の保
険料を口座振替等により支払った場合には、社会保険料控
除の適用を受けることができる。なお、後期高齢者医療制
度の保険料が年金から天引きされている場合には、年金受
給者が社会保険料控除の適用を受けることになる。

 ウ．生命保険料
   　2012年分以後、一般生命保険料控除（旧：最高５万円、
新：最高４万円）と個人年金保険料控除（旧：最高５万
円、新：最高４万円）、介護医療保険料控除（2012年１月
１日以後締結等したもの：最高４万円）との合計適用限度
額が12万円とされた。なお、新旧両方の保険契約を締結し
ている場合は、新旧の保険契約ごとに区分計算し、納税者
の有利な方を選択することができる。

 エ．地震保険料
   　地震保険料を支払った場合や一定の旧長期損害保険料を
支払った場合には地震保険料控除の適用を受けることがで
きる（最高５万円、旧長期損害保険料のみは最高１万５千円）。

 オ．確定拠出年金
   　企業型年金加入者掛金または個人型年金（iDeCo）加

入者掛金は小規模企業共済等掛金控除の適用を受けること
ができる。本人が直接支払ったものについては「保険料控
除申告書」に支払額を記入するとともに証明書を添付しな
ければならない。

④ 　個人の府民税・市民税の住宅借入金等特別税額控除制度
  　住宅借入金等特別控除の適用がある者について、所得税の
額から税額控除することができない住宅借入金等特別控除の
額がある場合には一定額を住民税の額から控除される。

決算対策と消費税（1,000万円超個人事業者）
　決算対策と消費税の留意点は次の通りである。

１．決算
　所得金額は、収入金額から必要経費を差引し算出されるた
め、本年分の収入金額になるものや未払経費・減価償却費など
本年分の必要経費になるものを計上する必要がある。この手続
きを「決算整理」という。
（１）収入金額
　年内に保険診療・検診・予防接種等を行ったもので、年末ま
でに入金していないものは、未収入金に計上し収入金額に計上
する必要がある。
（２）必要経費
①　薬品等の棚卸
　医薬品や診療材料等は、収入の原価として実際に使用したも
のが必要経費となる。棚卸の金額は、年末に残っている薬品等
の数量（実際に調べる）にその年の最終の仕入単価（納入価）
を乗じて計算する（消費税分はプラスする）。

税理士税理士
橋本 清治橋本 清治年末調整年末調整とと決算対策決算対策ののポイントポイント
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　京都府保険医協会では、医療安全対策関連
の各種書籍・DVDを発行しています。日常診
療の「安全」と「安心」のためにお役立て下
さい。（全て税込・送料別）

医療安全対策関連出版物

① 医事紛争事例集 ― 医師が選んだ60事例 1,000円
②  医療安全研修DVD partⅢ
医事紛争事例集 ― 医師が選んだ60事例 5,000円

③  事例で見る医療安全対策の心得（第５版） 1,000円
④  医療安全管理対策の基礎知識（2024年２月改訂版）
 2,000円

お申込は
こちらから

12月19日（木）14時～16時
①保険基礎知識　
②審査の仕組み・基礎知識

場 　所 
京都府保険医協会
ルームＡまたは
ウェブ（Zoom）
参加費 無料（要申込）

スタッフ研修にご活用を

保険講習会

12月11日（水）14時～16時
在宅医療点数の基礎知識―在宅医
療を始める前に―  ＋個別相談会

1 月29日（水）14時～16時
①医療法立入検査対策
②新規個別指導対策

1 月16日（木）14時～16時
①診療所で起きる医事紛争初期対応
② 労災補償保険、自賠
責保険の基礎知識
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制
す
れ
ば
よ
い
。
都
知
事
選
で
も

異
常
な
ポ
ス
タ
ー
が
あ
っ
た
。

　
第
2
に
、
選
挙
に
勝
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
過
去
の
問
題
は
帳
消

し
に
は
な
ら
な
い
。
内
部
告
発
の

犯
人
探
し
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
お
ね
だ

り
、
パ
レ
ー
ド
を
め
ぐ
る
金
融
機

関
へ
の
協
賛
金
要
請
と
見
返
り
の

補
助
金
増
額
の
疑
い
な
ど
。

　
地
方
自
治
体
は
首
長
と
議
会
の

二
元
代
表
制
だ
か
ら
、
県
議
会
は

遠
慮
せ
ず
に
調
査
し
、
報
道
機
関

も
追
及
を
緩
め
て
は
い
け
な
い
。

　
第
3
に
、
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
工

作
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
々
を
洗

脳
（
？
）・
扇
動
で
き
て
し
ま
う

こ
と
。
こ
れ
は
深
刻
で
あ
る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誰
で
も
簡
単
に
文

字
、
写
真
、
映
像
を
発
信
で
き
る

時
代
に
な
っ
た
結
果
、
虚
偽
を
含

む
情
報
が
拡
散
し
、
受
け
取
る
情

報
・
意
見
も
偏
り
が
ち
だ
。

　
今
回
は
シ
ョ
ー
ト
動
画
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
拡
散
、
被
害
者
・
加
害

者
を
逆
転
さ
せ
る
構
図
の
演
出
が

行
わ
れ
、
投
票
率
は
前
回
よ
り
15

ポ
イ
ン
ト
近
く
上
が
っ
た
。

　
こ
れ
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
な
扇

動
も
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
関
東
大

震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
の
よ
う
な

事
態
さ
え
起
き
か
ね
な
い
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
運
営
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業

の
責
任
は
重
大
だ
が
、
自
主
的
な

改
善
は
期
待
し
に
く
い
。

　
選
挙
、
戦
争
、
災
害
な
ど
に
関

す
る
明
白
な
虚
偽
事
実
の
拡
散

や
、
差
別
・
悪
意
の
攻
撃
、
発
信

者
・
登
場
者
を
偽
っ
た
情
報
流
布

に
は
、
法
規
制
を
導
入
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
言
論
の
自
由
と
の
関

係
で
慎
重
な
意
見
も
あ
る
が
、
こ

の
ま
ま
で
は
危
険
す
ぎ
る
。

　
第
4
に
重
要
な
の
は
、
受
け
手

の
リ
テ
ラ
シ
ー（
批
判
的
検
討
力
）

を
高
め
る
こ
と
だ
が
、
こ
ち
ら
は

容
易
で
は
な
い
。
若
い
世
代
の
投

票
動
向
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
の
は
、
主
に
利
用
す
る
メ

デ
ィ
ア
の
違
い
で
あ
る
。

　
衆
愚
と
い
う
な
ら
、
ど
の
世
代

も
昔
か
ら
衆
愚
だ
。
政
治
改
革
と

称
す
る
小
選
挙
区
制
導
入
、
郵
政

民
営
化
な
ど
、
過
去
の
国
政
選
挙

も
イ
メ
ー
ジ
や
構
図
で
動
い
た
。

　
第
5
に
、
ま
っ
と
う
な
政
治
活

動
、
社
会
運
動
に
取
り
組
む
人
た

ち
は
、
動
画
を
含
む
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
本

気
で
活
用
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　
都
知
事
選
の
石
丸
伸
二
氏
の
大

量
得
票
も
、
衆
院
選
の
国
民
民
主

党
、
れ
い
わ
新
選
組
の
躍
進
も
、

動
画
を
中
心
と
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
力

が
大
き
か
っ
た
。
組
織
中
心
の
自

民
、
公
明
、
共
産
は
退
潮
し
た
。

　
人
間
同
士
の
つ
な
が
り
や
対
話

を
重
視
し
た
い
気
持
ち
は
わ
か
る

が
、
中
年
以
下
の
人
々
は
組
織
化

を
好
ま
な
い
傾
向
が
あ
る
し
、
印

刷
物
は
届
く
範
囲
が
限
ら
れ
る
。

　
時
代
の
変
化
を
ぼ
や
き
、
そ
っ

ち
は
苦
手
と
い
つ
ま
で
も
言
っ
て

た
ら
、
席
巻
さ
れ
て
し
ま
う
。

（
80
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
本
件
医
療
機
関
に
入
院
中
の

患
者
は
、
入
浴
の

た
め
車
い
す
で
浴

室
に
移
動
し
、
脱

衣
を
済
ま
せ
リ
フ

ト
用
の
椅
子
に
座
っ
た
。
患
者

は
そ
の
ま
ま
浴
槽
に
浸
か
っ
た

後
、
浴
室
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
介

護
福
祉
士
が
患
者
を
出
浴
さ
せ

る
た
め
に
リ
フ
ト
機
を
操
作
し

た
。
介
護
福
祉
士
は
患
者
を
浴

槽
内
か
ら
浴
槽
外
へ
ス
ラ
イ
ド

さ
せ
る
約
5
秒
間
の
間
に
、
次

の
入
浴
患
者
を
リ
フ
ト
機
の
側

左
手
を
外
し
、
処
置
・
検
査
の

た
め
救
急
室
に
移
送
し
た
。
整

形
外
科
医
の
指
示
で
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
を
実
施
す
る
と
、「
左

示
指
開
放
性
関
節
内
骨
折
お
よ

び
左
示
指
・
中
指
切
創
」
と
診

断
さ
れ
、
左
示
指
の
切
創
部
分

は
8
針
縫
合
し
た
が
、
骨
折
に

つ
い
て
は
手
術
適
応
外
に
て
安

静
加
療
と
な
っ
た
。

　
患
者
側
は
治
療
費
に
つ
い
て

補
償
を
求
め
た
。

　
医
療
機
関
側
は
「
患
者
か
ら

目
を
離
し
た
」
点
に
過
失
を
認

め
、
ま
た
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ

と
時
間
の
中
で
入
浴
介
助
を
実

施
し
て
い
た
た
め
、
時
間
ま
で

に
終
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
焦
り
や
入
浴
介
助
の

「
慣
れ
」
か
ら
来
る
危
機
管
理

の
欠
如
が
今
回
の
事
故
を
招
い

た
と
反
省
点
を
述
べ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

1
年
3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
介
護
福
祉
士
は
患
者
に
対
し

て
リ
フ
ト
を
動
か
す
際
に
ア
ー

ム
サ
ポ
ー
ト
を
握
る
よ
う
に
説

明
・
確
認
し
て
い
た
。
し
か

し
、
患
者
が
軽
度

の
認
知
症
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
患
者
が
ア
ー

ム
サ
ポ
ー
ト
を
離
し
、
座
台
と

機
械
本
体
の
隙
間
に
手
を
挟
む

可
能
性
は
十
分
予
見
で
き
る
。

介
護
福
祉
士
が
患
者
か
ら
目
を

離
さ
ず
に
い
れ
ば
、
患
者
が

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
を
離
し
た
瞬

間
に
リ
フ
ト
を
止
め
る
こ
と
が

で
き
た
は
ず
で
あ
り
、
今
回
の

事
故
は
回
避
で
き
た
と
考
え
ら

に
移
動
さ
せ
よ
う
と
考
え
、
2

ｍ
程
離
れ
た
別
の
患
者
の
所
に

移
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
患
者

が
座
る
リ
フ
ト
用
の
椅
子
を
取

り
に
数
歩
進
ん
だ
時
に
、
出
浴

中
の
患
者
の
「
痛
い
」
と
い
う

声
が
聞
こ
え
た
。
確
認
す
る
と

患
者
の
左
手
が
リ
フ
ト
座
台
と

機
械
本
体
の
ス
ラ
イ
ド
部
分
に

挟
ま
っ
て
い
た
。
す
ぐ
に
リ
フ

ト
機
の
電
源
を
切
り
、
座
台
を

浴
槽
内
方
面
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ

「
目
を
離
し
た
」
瞬
間
の
事
故

医
師
医
師
がが
選
ん
だ

選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
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「
兵
庫
シ
ョ
ッ
ク
」
か
ら
考
え
る
こ
と

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
介
護
福

祉
士
に
は
高
度
な
過
失
が
あ

り
、
医
療
機
関
側
の
責
任
が
あ

る
と
判
断
す
る
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
過
誤
を
認

め
、
賠
償
金
を
支
払
い
示
談
し

た
。

金
融
共
済
委
員
会

（
11
／
20
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
7
件
、
加
入
審
査

7
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

③
保
険
医
年
金
分
科
会

　
保
険
医
年
金
の
幹
事
会
社
の

大
樹
生
命
株
式
会
社
、
引
受
会

社
の
富
国
生
命
相
互
会
社
、
第

一
生
命
保
険
株
式
会
社
の
担
当

者
が
出
席
し
、
2
0
2
3
年
度

決
算
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
概

要
は
以
下
の
通
り
。

◇

　
「
年
金
開
始
前
」全
国
決
算
は

掛
金
収
入
額
5
4
3
億
9
9
5

万
円
で
対
前
年
比
93
・
0
％
。

う
ち
月
払
掛
金
は
4
0
5
億
1

1
4
5
万
円
で
対
前
年
比
96
・

5
％
。
一
時
払
掛
金
は
1
3
7

億
3
5
5
0
万
円
で
対
前
年
比

83
・
7
％
と
な
っ
た
。
京
都
の

月
払
掛
金
収
入
額
は
7
億
9
1

8
9
万
円
で
、
対
前
年
比
96
・

1
％
。
一
時
払
掛
金
は
2
億
7

4
0
0
万
円
で
対
前
年
比
74
・

7
％
と
な
り
、
掛
金
合
計
10
億

6
5
8
9
万
円
、
対
前
年
比

89
・
5
％
に
減
少
し
た
。

　
全
国
の
脱
退
一
時
金
は
3
6

6
億
9
7
9
3
万
円
で
対
前
年

比
1
3
2
・
2
％
の
支
払
い
と

な
っ
た
。
京
都
で
も
10
億
7
8

7
7
万
円
で
対
前
年
比
1
3
0・

8
％
と
支
払
い
が
増
加
し
た
。

　
全
国
の
年
度
末
加
入
者
数
は

4
万
4
7
1
人
、
加
入
口
数
38

万
5
1
3
1
口
と
な
り
、
う
ち

京
都
の
加
入
者
数
は
7
5
3

人
、
加
入
口
数
8
0
5
9
口
。

　
「
年
金
開
始
後
」
全
国
年
金

受
給
者
は
年
度
末
時
点
で
8
8

0
2
人
、
京
都
で
は
3
5
3
人

と
な
っ
た
。

　
保
険
医
年
金
は
安
定
性
・
安

全
性
・
自
在
性
に
富
ん
だ
制
度

で
、
国
内
生
保
会
社
6
社
の
共

同
受
託
で
運
営
し
て
い
る
。
23

年
度
は
実
績
配
当
1
・
2
6
6

％
と
な
っ
た
。
加
入
者
の
積
立

金
は
毎
年
決
算
時
に
責
任
準
備

金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
、

「
年
金
開
始
前
」「
年
金
開
始

後
」
の
全
国
年
末
責
任
準
備
金

は
1
兆
3
3
5
3
億
4
1
6
6

万
円
（
対
前
年
比
99
・
6
％
）、

京
都
で
は
3
3
4
億
1
2
3
4

万
円
（
対
前
年
比
97
％
）
が
確

保
さ
れ
て
い
る
。
加
入
者
へ
の

積
立
金
通
知
書
は
10
月
下
旬
か

ら
11
月
初
旬
に
大
樹
生
命
か
ら

順
次
発
送
さ
れ
た
。

限
度
と
し
て
投
与
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
元
か
ら
1
回
30
日
分

が
限
度
の
薬
剤
は
30
日
を
超
え

て
は
処
方
で
き
ま
せ
ん
。
一

方
、
1
回
14
日
分
を
限
度
と
す

る
薬
剤
は
15
日
以
上
30
日
分
ま

で
投
与
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合

は
院
内
処
方
は
レ
セ
プ
ト
の

「
摘
要
」
欄
に
、
院
外
処
方
の

場
合
に
は
処
方
箋
の
「
備
考
」

欄
に
、
年
末
投
与
等
の
コ
メ
ン

ト
が
必
要
で
す
。
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輪
行
を
始
め
た
の
は
京
都
第
二
赤

十
字
病
院
に
い
た
頃
で
す
。
産
婦
人

科
で
は
通
常
勤
務
に
加
え
て
産
科
当

直
と
い
う
オ
マ
ケ
勤
務
（
年
に
約
60

回
）
が
あ
り
、
病
院
で
の
滞
在
時
間

が
大
変
長
か
っ
た
。
当
直
室
の
天
井

を
眺
め
な
が
ら
、
明
け
の
時
間
の
過

ご
し
方
を
空
想
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
そ
う
だ
、
自
転
車
を
電
車
に
乗

せ
よ
う
」

89
年
夏
、
シ
テ
ィ
バ
イ
ク
1
号
機

を
入
手
し
て
輪
行
な
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
開
始
。

　
暇
を
見
つ
け
て
は
新
車
を
連
れ
て

電
車
に
乗
り
こ
み
、
遠
い
駅
で
降
り

る
。
知
ら
な
い
町
を
自
由
に
走
り
、

明
る
い
う
ち
に
自
転
車
を
畳
み
電
車

で
帰
宅
す
る
。
汗
を
落
と
し
、
夕
食

出
が
あ
っ
て
も
、
輪
行
散
歩
に
と
っ

て
は
何
の
そ
の
、
渋
滞
を
気
遣
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ラ
イ
ブ
と
は

異
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
例
え
ば
、
大
路
や
小
路
を
む

や
み
に
真
っ
す
ぐ
走
っ
て
み
る
の
も

楽
し
い
。
子
ど
も
の
時
の
軍
隊
遊
び

の
よ
う
に
。
自
転
車
で
市
内
を
曲
が

ら
ず
に
進
ん
で
み
る
と
、
別
の
京
物

語
が
見
え
る
気
が
し
ま
す
。
疲
れ
た

と
か
感
性
が
低
下
し
た
と
か
思
い
始

め
た
ら
、
駅
を
探
し
て
さ
っ
さ
と
電

車
で
帰
途
に
就
き
ま
す
。

　
京
都
府
で
の
と
っ
て
お
き
の
プ
ラ

ン
は
、
朝
早
い
山
陰
線
の
列
車
に

乗
っ
て
北
に
向
か
う
輪
行
で
す
。
日

本
海
が
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
光

る
景
色
、
出
会
い
、
昼
飯
。
ぜ
い
た

く
な
一
日
に
な
る
こ
と
、
請
け
合
い

で
す
。

に
輪
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
京
都
市
内
の
道
も
い
ろ
い
ろ
な
走

り
方
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
東
山
の
長
い
山
麓
を
辿

る
コ
ー
ス
で
す
。
伏
見
、
祇
園
、
八

瀬
。
季
節
ご
と
に
走
り
ま
す
。
桜
の

頃
、
紅
葉
の
頃
。
そ
し
て
大
晦
日
や

正
月
に
走
る
の
も
味
が
あ
り
ま
す
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
初
詣
の
人

に
臨
む
。
国
土
地
理
院
の
5
万
分
1

の
地
図
に
、
走
行
し
た
道
を
赤
ペ
ン

で
な
ぞ
っ
て
お
く
。

　
こ
の
習
慣
は
30
数
年
後
の
今
も
続

き
、
ほ
ぼ
同
じ
ペ
ー
ス
で
出
か
け
ま

す
。
最
近
は
走
行
距
離
や
時
間
を
縮

小
し
て
い
ま
す
が
。

　
京
都
の
輪
行
散
歩
道
の
例
を
挙
げ

ま
す
。

　
京
都
に
全
長
45
㎞ 
の
自
転
車
専
用

道
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
嵐
山
か
ら
山
城
木
津
ま
で
続
く

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
細
い
一
本
道
で

す
。
車
と
接
触
の
心
配
は
ゼ
ロ
。
最

近
は
木
津
を
越
え
て
遠
く
和
歌
山
港

ま
で
京
奈
和
自
転
車
道
と
し
て
延
長

さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
地
点
も
近
く

に
電
車
駅
が
あ
る
の
で
、
ツ
ギ
ハ
ギ

祇
園
を
走
る

祇
園
を
走
る 

東
山
区
を
走
る

東
山
区
を
走
る 

京都府を輪行散歩京都府を輪行散歩

題
の
絵
・
挿
絵
も
筆
者

訃
　
報

檀
上
健
作
氏
（
享
年
81
、
伏

見
）
11
月
14
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

年
末
調
整
事
務
に
係
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

取
扱
い

2
0
1
6
年
分
の
「
給
与
所

得
者
の
扶
養
控
除
等
（
異
動
）

申
告
書
」「
源
泉
徴
収
票
」
か

ら
個
人
番
号
欄
が
追
加
さ
れ
て

い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

の
っ
と
っ
て
年
末
調
整
事
務
を

行
う
場
合
は
、
事
前
に
安
全
管

理
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
取
得
・
利
用
・
提

供
・
収
集
・
保
管
・
廃
棄
を
適

切
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
な
い
場
合
で
も
税
務

署
が
書
類
を
受
理
し
な
い
こ
と

は
な
い
。
安
全
管
理
措
置
等
の

医
療
機
関
実
務
の
留
意
点
に
つ

い
て
、
本
紙
2
9
4
0
号
付
録

（
15
年
9
月
5
日
発
行
）
で
詳

細
を
お
伝
え
し
、
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
の

で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

ご
質
問
や
お
問
い
合
わ
せ
は
協

会
事
務
局
ま
で
。

京都府保険医協会　融資斡旋利率表
（新　規）2024年12月～2025年５月金融共済委員会承認分適用
（既借入）2025年１月～12月適用

　保険医協会の制度融資［開業医・病院・勤務医融資］の利率が変わります（金利上
昇に伴い前年比＋0.15％）。
　新規借入分の利率は毎年２回［６月１日・ 12月１日］見直し、下表利率は24年12月
～25年５月の金融共済委員会で承認される案件に適用します。
　既借入分の利率は毎年１回［12月１日］見直し、下表利率は25年１月～12月に適用
します。
　新規開業・運転資金の手数料無料を継続し、医業経営を引き続き支援します。
　取扱いは京都銀行［基金・国保の診療報酬振込（勤務医は給与振込）指定銀行］で
す。保険医協会までお気軽にご相談下さい。

融資の利率が変わります融資の利率が変わります 新規開業・運転資金の
手数料無料

種 別 制　度　名 限度額（万円） 返済期間（カ年） 利率（年％）

開業医融資

設　 備　 資　 金 13,000 20 1.05
長 期 運 転 資 金 1,000 5 0.95
中 期 運 転 資 金 1,000 3 0.85
短 期 運 転 資 金 1,000 1 0.80
子 弟 教 育 資 金 3,000 10 1.15

病院融資
病 院 設 備 資 金 50,000 20 1.55
病 院 運 転 資 金 3,000 3 1.35

勤務医融資
新 規 開 業 資 金 10,000 20 1.15
勤務医子弟教育資金 2,000 10 1.15
勤務医生活安定資金 500 3 0.85

自　由　ロ　ー　ン 5,000 10 1.45
（2024年12月１日現在）

訂
正　
本
紙
第
3
1
8
1
号

の
保
険
証
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

記
事
中
、
京
都
社
会
保
障
推
進

協
議
会
が
行
っ
た
自
治
体
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
お
い
て
府
内
3

自
治
体
が
資
格
確
認
書
を
全
被

保
険
者
に
送
付
す
る
と
報
告
し

た
内
容
を
記
載
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
調
査
元
の
京
都

社
保
協
に
3
自
治
体
と
も
「
回

答
が
間
違
い
」
で
あ
っ
た
と
連

絡
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
資
格
確
認
書
を
全
被
保
険

者
に
送
付
す
る
自
治
体
は
確
認

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

地区医師会との
懇談会

右　京
１月23日（木）
14時～16時
右京医師会館

西　京
１月31日（金）
14時～16時

樫原公会堂１階大会議室

2025年１月の開催予定

〈テキスト〉 『在宅医療点数の手引2024年度改定版』　4,000円（送料別）

　全て歩けば約15km５時間程度かかりますが、ほぼ平坦なコースで、どこからで　全て歩けば約15km５時間程度かかりますが、ほぼ平坦なコースで、どこからで
も公共交通機関によるエスケープが可能です。運動不足の方も気軽にご参加下さい。も公共交通機関によるエスケープが可能です。運動不足の方も気軽にご参加下さい。
前日夜時点での降水確率が60％以上の場合は中止となります。前日夜時点での降水確率が60％以上の場合は中止となります。

［集　合］ 9時　
JR石山駅改札口

［参加費］ 無料（交通費自弁）　
昼食・飲物・雨具
などは各自ご用意下さい

お申込は保険医協会事務局まで

初冬の琵琶湖岸をのんびり散策環境ハイキング

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

12月15日㊐
行　程

約15km　5時間程度
JR石山駅～瀬田唐橋～膳所城跡公園～
打出浜～大津港～三井寺～近江神宮～
大津京旧跡～唐崎神社～JR唐崎駅

「在宅医療点数」説明会
在宅医療点数の改定点や算定にあたっての留意点を分かりやすく解説します。

●福知山市会場
日　時   12月21日（土） 14時～15時45分
場　所   福知山医師会館２階講堂 

※若干の駐車スペースあり
福知山市北本町二区35-1　☎0773-23-6039

定　員   30人　 共　催  （一社）福知山医師会
●木津川市会場
日　時   2025年１月24日（金） 14時～16時
場　所   木津川市加茂文化センター「あじさいホール」２階研修室

木津川市加茂町里南古田156番地　☎0774-76-4611

定　員  30人　　 共　催（一社）相楽医師会

参加費無料

相談は無料（１事案１回限り）
ご都合の良い日時で相談できます

専門家との

無無料料相相談談
 弁護士

  日常生活・医業のトラブル日常生活・医業のトラブル
 税理士

 相続、医院承継 相続、医院承継
 社会保険労務士

  スタッフ雇用、就業規則作成作成
 建築士

 新改築、リフォーム
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輪
行

：

①
サ
イ
ク
リ
ン
グ
②
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
始
め
る
所
ま
で
自
転
車
を
持
っ
て
移
動
す
る
事（
広
辞
苑
第
七
版
）

山
下
　
元
（
乙
訓
）
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